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【 所 在 地 】  
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【 設 置 学 科 】  

 普 通 科  

  生 徒 数  920名  

 

 栃 木 県 立 宇 都 宮 北 高 等 学 校 は 、1980 年 (昭 和 55 年 )に 創 立 さ れ 、34 年 目 を 迎 え

ま し た 。 「 人 間 性 豊 か で 、 我 が 国 の 伝 統 ・ 文 化 を 理 解 し 、 国 際 感 覚 を も っ て 社 会 で

活 躍 す る 人 材 を 育 成 す る 」を 教 育 目 標 と し 、そ の 実 現 の た め 、「 高 い 志 を も つ 生 徒 」

「 全 力 を 尽 く す 生 徒 」 「 リ ー ダ ー と な る 生 徒 」 「 国 際 人 の 資 質 を も っ た 生 徒 」 の 育

成 を ね ら い と す る 取 組 を 行 っ て い ま す 。  

 

特 色 あ る 教 育 活 動 １  国 際 理 解 教 育 の 実 施 と 国 際 交 流 の 推 進  

 本 校 で は 創 立 以 来 、 Ｉ Ｅ Ａ （ International  Education 

Activ it ies） の 授 業 を 実 施 し て い ま す 。 Ｉ Ｅ Ａ は 、 外 国 の 生

活 や 文 化 、 日 本 の 伝 統 や 文 化 、 国 と 国 と の 関 係 、 さ ら に は ル

ー ル や マ ナ ー 、 お 互 い の 良 さ や 違 い を 認 め 合 う こ と な ど 、 国

際 理 解 の 根 幹 に 関 わ る こ と に つ い て 自 主 的 に 研 究 を 進 め る も

の で 、 年 度 末 の 研 究 発 表 大 会 で 成 果 を 発 表 し ま す 。 こ の 授 業

を 通 し て 、 将 来 、 国 際 人 と し て 活 躍 す る た め の 、 基 本 的 な 資

質 や 能 力 を 養 い 、 自 己 の ア イ デ ン

テ ィ テ ィ の 確 立 に 繋 げ て い ま す 。  

 ま た 、 隔 年 で 米 国 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ 校 （ イ ン デ ィ ア ナ

州 ・ オ ク ラ ホ マ 州 ） と 、 オ ー ス ト ラ リ ア 語 学 研 修 に 生 徒 を

短 期 で 派 遣 し 、 派 遣 先 の 米 国 の 高 校 の 生 徒 も 毎 年 受 け 入 れ

て い ま す 。 米 国 や カ ナ ダ な ど に 長 期 留 学 を し て い る 生 徒 も

お り 、海 外 か ら の 留 学 生 も 本 校 生 徒 と 一 緒 に 学 ん で い ま す 。 

 そ の ほ か 、 世 界 各 国 か ら 本 校 を 訪 れ る 高 校 生 と の 交 流 、

那 須 塩 原 市 に あ る ア ジ ア 学 院 と の 交 流 会 の 開 催 な ど 、 本 校

で は 、 様 々 な 機 会 を 捉 え て 国 際 交 流 を 積 極 的 に 推 進 し て い

ま す 。  

 

特 色 あ る 活 動 ２  学 力 向 上 へ の 取 組 と キ ャ リ ア 教 育 の 充 実  

 本 校 で は 、 広 く 世 界 で 活 躍 す る 人 材 を 育 て る た め 、 将 来 を

見 据 え た 学 習・進 路 指 導 を 行 っ て い ま す 。入 学 時 実 施 す る「 自

立 学 習 講 座 」 で は 、 新 入 生 が 体 育 館 に 一 堂 に 会 し て 各 教 科 の

学 習 法 等 を 学 び ま す 。ま た 、夏 季 休 業 中 に 行 わ れ る 学 習 合 宿 、

大 学 等 か ら の 教 員 に よ る 出 張 講 義 の 実 施 、 各 分 野 か ら の 専 門

家 に よ る 講 演 会 の 開 催 等 な ど 、 早 期 の 学 習 習 慣 の 確 立 、 継 続

的 な 学 力 の 向 上 、 進 路 意 識 の 醸 成 を 図 っ て い ま す 。  


